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コンプライアンス指針の見直しなど
OECD多国籍企業行動指針
改訂の概要と実務への影響

こ
の
記
事
の
エ
ッ
セ
ン
ス

●気候変動、生物多様性等について、DDや国際的な合意事項に沿った具体的な対応
が求められる。新技術の開発・使用にもDDの必要性が示された。
●リスクに応じたDD、下流や間接的関係先へのDD、充実した開示等がポイントである。
●本指針の実務への影響力は高まっていく。企業は自社のリスクを精査し、リスクに応
じた対応に着手すべきである。

ひふみ総合法律事務所
弁護士・ニューヨーク州弁護士

兼子　良太

本
年
６
月
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は「
責
任
あ
る

企
業
行
動
に
関
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
多
国
籍
企

業
行
動
指
針
」（
以
下
、「
本
指
針
」と
い
う
）

を
改
訂
し
た
。

本
指
針
は
企
業
に
求
め
ら
れ
る
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
て
き

た
文
書
で
あ
り
、
日
本
の「
責
任
あ
る
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
に
お
け
る
人
権
尊
重

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
、「
人
権

Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」と
い
う
）に
も
多
く

の
面
で
反
映
さ
れ
て
い
る
。
企
業
に
対
す

る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
貢
献
の
期
待

が
高
ま
る
昨
今
に
お
い
て
は
、
一
層
高
い

重
要
性
を
持
つ
。

本
稿
で
は
、
本
改
訂
の
概
要
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
本
改
訂
が
日
本
企
業
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
実
務
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
有
す
る
か
を
検
討
し
た
い
。

本
指
針
の
概
要
お
よ
び

位
置
づ
け

本
指
針
は
、
持
続
可
能
な
発
展
へ
の

企
業
の
貢
献
と
企
業
活
動
に
よ
る
人
間
、

地
球
、
社
会
へ
の
負
の
影
響（adverse 

im
pacts

。
以
下
、
単
に「
負
の
影
響
」と

い
う
）に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
に
策
定

さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
今
回
の

改
訂
は
２
０
１
１
年
以
来
で
あ
り
、
１
９

７
６
年
に
制
定
さ
れ
て
か
ら
６
回
目
と
な

る
。
現
在
ま
で
51
カ
国
が
本
指
針
に
参
加

し
て
い
る
。

本
改
訂
前
の
本
指
針
の
概
要
を
、
参
考

ま
で
に
図
表
１
に
示
す
。

本
指
針
自
体
は
法
的
拘
束
力
を
持
た
な

い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
近
年
各
国
の
法

令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
通
し
て
実
務
へ
の

影
響
力
を
持
つ
場
面
が
増
加
し
て
い
る
。

本
指
針
は
人
権
、
環
境
な
ど
の
重
要

テ
ー
マ
ご
と
に
企
業
に
求
め
ら
れ
る
行

動
を
定
め
る
が
、
そ
の
中
心
の
１
つ
は

デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス（
Ｄ
Ｄ
）の
実
施
で

あ
る
。

本
改
訂
の
概
要

本
指
針
は
、
こ
れ
ま
で「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
多

国
籍
企
業
行
動
指
針
」と
題
さ
れ
て
き
た

が
、
本
改
訂
に
よ
り「
責
任
あ
る
企
業
行

動
に
関
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
多
国
籍
企
業
行

動
指
針
」と
い
う
表
題
に
な
っ
た
。
そ
の

名
の
と
お
り
、
全
編
を
通
じ
て「
責
任
あ

る
企
業
行
動
」（
Ｒ
Ｂ
Ｃ
：Responsible 

Business Conduct

）を
求
め
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
改
訂
の
主
な
内
容
は
図
表
２
の

と
お
り
で
あ
る
。

以
下
、
日
本
企
業
に
影
響
が
大
き
い
と

思
わ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

実  務実  務
解説
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⑴　
一
般
方
針

①　

リ
ス
ク
ベ
ー
ス
Ｄ
Ｄ

一
般
方
針
の
章
で
は
、本
改
訂
に
よ
り
、

リ
ス
ク
ベ
ー
ス
Ｄ
Ｄ
の
考
え
方
が
特
に
強

調
さ
れ
て
い
る（
本
指
針
Ⅱ
Ａ
11
、
同
注

釈
15
等
）。
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
Ｄ
Ｄ
と
は
、

企
業
ご
と
の
リ
ス
ク
に
即
し
て
、
優
先
順

位
を
付
け
て
行
う
Ｄ
Ｄ
で
あ
る
。

そ
の
詳
細
は
、
本
指
針
に
基
づ
い
て
２

０
１
８
年
に
策
定
さ
れ
た「
責
任
あ
る
企

Ｄ
に
共
通
す
る
特
殊
性
で
あ
り
、
Ｍ
＆
Ａ

等
の
伝
統
的
な
Ｄ
Ｄ
と
は
対
照
的
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
企
業
買
収
で
は
、
対
象

企
業
を
買
収
し
た
際
の
自
社
の
リ
ス
ク
を

網
羅
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
行
わ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
、Ｒ
Ｂ
Ｃ
の
分
野
で
は
、

企
業
の
外
部
者
で
あ
る
人
間
、
環
境
、
社

会
等
の
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
点
で
、
発
想

が
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、
各
企
業
の
実

態
に
応
じ
て
負
の
影
響
に
対
処
し
て
い
く

も
の
で
あ
り
、
網
羅
的
な
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
考
え
方

は
、
人
権
Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も
反
映

さ
れ
て
い
る
。
本
指
針
の
他
の
章
で
も
リ

ス
ク
ベ
ー
ス
Ｄ
Ｄ
は
何
度
も
触
れ
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
徹
底
す
る
こ

と
が
本
指
針
に
基
づ
く
対
応
の
基
本
で
あ

る
と
い
え
る
。

②　

ビ
ジ
ネ
ス
上
の
関
係
性
の
範
囲
、

影
響
力
の
行
使

本
指
針
は
、
各
企
業
と「
ビ
ジ
ネ
ス
上

の
関
係
性
」（business relationship

）

の
あ
る
範
囲
か
ら
生
じ
る
負
の
影
響
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。
本
改
訂
で
は
、
こ
の

定
義
に
、
各
企
業
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

受
領
、ラ
イ
セ
ン
ス
、使
用
す
る
者
と
い
っ

た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
下
流
の
関
係
者
が

含
ま
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
ま
た
、

各
企
業
と
直
接
の
契
約
関
係
が
あ
る（
い

わ
ゆ
るfirst tier

の
）取
引
先
だ
け
で
な

（図表１）　本指針（2011年改訂版）の構成と骨子（参考）
序文 本指針の基本的性格や背景の説明
Ⅰ．定義と原則 本指針は多国籍企業に対し、よき慣行の原則・基準を提供。行動

指針の遵守は任意。
Ⅱ．一般方針 持続可能な開発の達成、人権の尊重、能力の開発、人的資本の

形成、よいコーポレート・ガバナンスの維持等のため企業は行動
すべき。リスクに基づくDDを、サプライチェーンを含む企業活動
による悪影響を特定、防止、緩和するための主要ツールとして導入。

Ⅲ．情報開示 企業は、活動、組織、財務状況および業績等について、タイムリー
かつ定期的に情報開示すべき。企業が情報開示すべき重要情報と、
企業による情報開示が奨励される情報を例示。

Ⅳ．人権 企業には人権を尊重する責任があり、自企業および取引先の活動
等において、適切に人権DDを実施すべき。

Ⅴ．雇用・労使
関係

企業は、労働者の権利の尊重、必要な情報の提供、労使間の協
力促進、途上国で活動を行う際の十分な労働条件の提供、訓練の
提供、集団解雇の合理的予告等を行うべき。

Ⅵ．環境 企業は、環境、公衆の健康および安全等を保護し、持続可能な開
発の達成等に向け十分考慮を払うべき。

Ⅶ．贈賄、贈賄
要求、金品の
強要の防止

企業は、賄賂その他の不当な利益の申し出、約束または要求等を
行うべきでない。対象範囲は贈賄要求、金品の強要の防止も含む。
少額の円滑化のための支払についても言及。

Ⅷ．消費者利益 企業は公正な事業、販売および宣伝慣行に従って行動し、提供す
る物品・サービスの安全性と品質確保等のため合理的な措置を実
施すべき。消費者情報を保護し、誤解を招きやすい販売活動を防
止し、弱い立場にある消費者やEコマース等にも適切に対応すべき。

Ⅸ．科学・技術 企業は、受入国の技術革新能力の発展、受入国への技術・ノウハ
ウの移転等に貢献すべき。

Ⅺ．競争 企業は、法律・規則の枠内において競争的な方法で活動すべき。
Ⅺ．納税 企業は納税義務を履行することにより、受入国の公共財政に貢献

すべき。
（出所）　外務省ウェブサイト掲載の表を筆者が一部変更

（図表２）　本改訂の内容
主な改訂事項

企業が気候変動および生物多様性に関する国際的に合意された目標に従うことを推
奨
技術の開発、資金調達、販売、ライセンス、通商および使用（データの収集および
使用を含む）についてDDの実施を勧告
商品やサービスの使用による影響やそのビジネス上の関係性について行うべきDD
の詳細を提示
企業活動による負の影響を受けるリスクのある人々（企業活動に対して問題提起を
した人々を含む）の一層の保護
責任ある企業行動に関する情報開示の充実
あらゆる汚職に関するDDの拡充
企業のロビイング活動が従うべき指針の提示
責任ある企業行動に関する各国の連絡窓口について、可視性、有効性、機能の同
等性を確保するための手続の強化
（出所）　OECD本指針から筆者作成

業
行
動
の
た
め
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
デ
ュ
ー
・

デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
」（
以
下
、

「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ダ
ン
ス
」と
い
う
）

が
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
企
業

は
、
負
の
影
響
の
深
刻
性
お
よ
び
発
生
可

能
性
に
応
じ
た
手
段
を
取
る
と
と
も
に
、

負
の
影
響
の
性
質
に
適
合
し
た
Ｄ
Ｄ
を
行

う
べ
き
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
特
定
さ
れ
た

課
題
に
す
べ
て
同
時
に
対
処
で
き
な
い
場

合
に
は
、
負
の
影
響
の
深
刻
性
や
発
生
可

能
性
が
高
い
も
の
か
ら
対
処
す
る
こ
と
と

な
る（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ダ
ン
ス
Ｉ
）。

な
お
、
こ
こ
で
い
う
リ
ス
ク
は
、
企
業
に

と
っ
て
の
リ
ス
ク
で
は
な
く
、
人
々
、
環
境
、

社
会
等
、
負
の
影
響
を
受
け
る
側
か
ら
み

た
リ
ス
ク
を
意
味
す
る
こ
と
に
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
企
業
に
対
す
る
リ
ス
ク
は
限

定
的
で
あ
っ
て
も
、
生
じ
得
る
負
の
影
響

の
深
刻
性
や
発
生
可
能
性
が
高
け
れ
ば
、

Ｄ
Ｄ
に
お
け
る
優
先
的
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ダ
ン
ス
Ｉ
）。

こ
れ
ら
の
点
は
、
Ｒ
Ｂ
Ｃ
に
関
す
る
Ｄ

実務解説
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く
、
間
接
的
な
関
係
先
も
含
ま
れ
る
こ
と

と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
上
の
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
投
資
先
や

合
弁
パ
ー
ト
ナ
ー
も
含
ま
れ
て
い
る（
本

指
針
注
釈
17
）。

他
方
で
、
本
改
訂
で
は
、
負
の
影
響
を

生
じ
さ
せ
た
企
業
の
責
任
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

上
の
関
係
性
を
通
じ
て
当
該
影
響
に
直

接
関
連
す
る（directly linked
）に
と
ど

ま
る（
こ
れ
を
引
き
起
こ
し（cause
）ま

た
は
助
長
し
た（contribute

）の
で
は

な
い
）企
業
に
転
嫁
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、

と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
企
業
は
、
負
の

影
響
を
受
け
た
者
へ
の
救
済
を
提
供
す
る

責
任
は
負
わ
な
い
が
、
負
の
影
響
を
生
じ

さ
せ
た
企
業
が
こ
れ
を
防
止
・
軽
減
・
救

済
す
る
よ
う
に
影
響
力（leverage

）を

行
使
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
影
響
力

の
例
と
し
て
、
支
援
・
教
育
、
説
得
、
契

約
に
Ｒ
Ｂ
Ｃ
の
期
待
や
Ｄ
Ｄ
を
盛
り
込
む

こ
と
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
選
定
の
条
件
に
す

る
こ
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
と
紐
づ
け
る
こ
と
、
規
制
当
局
等
と
の

連
携
、
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
本
指
針

注
釈
23
）。

⑵　
開　
示　

本
指
針
は
、
情
報
開
示
の
対
象
を
、
事

業
・
財
務
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
等
に
関
す
る
情

報
と
、
Ｒ
Ｂ
Ｃ
に
関
す
る
情
報
の
２
つ
に

整
理
し
て
い
る
。

本
改
訂
で
、
Ｒ
Ｂ
Ｃ
情
報
の
開
示
内
容

が
大
幅
に
充
実
さ
れ
た
。
新
た
な
開
示
事

項
と
し
て
、
本
指
針
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
、
Ｄ
Ｄ
の
実
施
計
画
、
Ｒ
Ｂ
Ｃ
を

企
業
の
経
営
や
監
視
に
定
着
さ
せ
る
た
め

の
施
策
、
負
の
影
響
の
内
容
や
対
応
の
優

先
順
位
、
対
応
の
時
間
軸
・
基
準
や
成
果

な
ど
を
含
む
実
施
内
容
、
等
が
挙
げ
ら
れ

る（
本
指
針
Ⅲ
３
）。
国
際
的
に
認
知
さ
れ

た
開
示
基
準
に
基
づ
く
、
不
十
分
な
点
や

不
明
確
な
点
の
な
い
開
示
を
求
め
る
と
と

も
に
、
開
示
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
に

外
部
機
関
に
よ
る
証
明
を
得
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
と
す
る（
本
指
針
Ⅲ
４
）。

Ｒ
Ｂ
Ｃ
情
報
の
開
示
が
財
務
情
報
の
開

示
と
相
互
に
関
係
し
て
い
る
点
に
も
注
意

が
必
要
だ
。
Ｒ
Ｂ
Ｃ
情
報
は
、企
業
価
値
、

将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
確
度
、
投
資
や
議
決
権
行
使
に
影
響

し
得
る
た
め
、
投
資
家
の
意
思
決
定
に

と
っ
て
も
重
要（m

aterial

）に
な
り
得

る
か
ら
だ
。
ま
た
、
財
務
上
の
リ
ス
ク
情

報
に
は
、
気
候
変
動
リ
ス
ク
を
は
じ
め
と

す
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
リ
ス
ク
も
含

み
得
る（
本
指
針
注
釈
33
）。
Ｒ
Ｂ
Ｃ
リ
ス

ク
は
負
の
影
響
を
受
け
る
側
の
リ
ス
ク
で

あ
る
と
前
述
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
意
味

で
企
業
自
身
の
リ
ス
ク
に
も
な
り
得
る
。

な
お
、
開
示
内
容
が
質
・
量
と
も
増
加

す
る
一
方
で
、
開
示
が
企
業
に
管
理
面
お

よ
び
費
用
面
で
不
合
理
な
負
担
を
課
さ
な

い
こ
と
、
投
資
家
へ
の
十
分
か
つ
誤
解
を

生
じ
な
い
開
示
に
必
要
で
な
い
限
り
、
企

業
の
競
争
上
の
地
位
を
危
険
に
さ
ら
す
よ

う
な
開
示
は
求
め
な
い
こ
と
が
本
改
訂
で

記
載
さ
れ
、
実
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

内
容
に
な
っ
て
い
る（
本
指
針
注
釈
35
）。

⑶　
人　
権

人
権
分
野
は
、
引
き
続
き
本
指
針
で
最

も
注
目
す
べ
き
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。

改
訂
後
の
本
指
針
で
は
、
Ｄ
Ｄ
の
実
施

方
法
に
つ
い
て
２
０
１
８
年
に
制
定
さ
れ

た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
事
業

セ
ク
タ
ー
ご
と
の
そ
の
他
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
参
照
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
内
容
は
前

記
⑴
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
基
本
的

に
人
権
Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
疎
外
さ
れ
た
人
々
や
脆
弱
な
立

場
に
置
か
れ
た
人
々
（
先
住
民
族
や
人
権

擁
護
者
が
例
示
さ
れ
て
い
る
）に
特
段
の

注
意
を
払
う
こ
と
と
さ
れ
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
の
対
話
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る（
本
指
針
注
釈
45
、
50
）。

⑷　
環　
境

環
境
分
野
に
関
す
る
内
容
は
、
気
候
変

動
へ
の
対
応
の
強
調
や
、
Ｄ
Ｄ
の
内
容
の

具
体
化
な
ど
、
本
改
訂
で
大
幅
に
充
実
し

た
。ま

ず
、
本
指
針
は
、
企
業
の
貢
献
を
期

待
す
る
環
境
課
題
と
し
て
、
次
の
も
の
を

例
示
す
る（
本
指
針
Ⅵ
）。

・気
候
変
動

・生
物
多
様
性
の
喪
失

・陸
地
、海
洋
お
よ
び
淡
水
域
の
生
態
系
の

劣
化

・森
林
伐
採

・大
気
、水
、土
壌
の
汚
染

・廃
棄
物
、特
に
有
害
物
質
の
不
適
切
な
管

理企
業
に
は
、
各
企
業
に
適
し
た
環
境
管

理
シ
ス
テ
ム
の
確
立
・
維
持
と
、
事
業
活

動
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
全
体
を
カ
バ
ー
し
た
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
Ｄ

Ｄ
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。
基
本
的
に
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ 

Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
即
し
て
お

り
、
図
表
３
の
よ
う
な
内
容
を
含
む
こ
と

と
さ
れ
て
い
る（
本
指
針
Ⅵ
１
）。

気
候
変
動
に
つ
い
て
は
、
企
業
に
よ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
や
炭
素
吸
収
源
へ

の
影
響
が
、
パ
リ
協
定
等
の
国
際
的
に
合

意
さ
れ
た
気
温
上
昇
の
抑
制
目
標
に
適
合

し
て
い
る
こ
と
を
要
求
す
る（
本
指
針
注

釈
76
）。
よ
り
具
体
的
に
は
、
気
候
変
動

の
抑
制
や
気
候
変
動
へ
の
適
応
に
向
け
た

科
学
的
な
指
針
・
戦
略
・
移
行
計
画
を
導
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入
・
実
施
す
る
こ
と
、
短
期
・
中
期
・
長

期
の
抑
制
目
標
を
採
用
・
実
施
・
監
視
・

報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
目
標
自

体
も
最
新
の
科
学
的
知
見
や
国
・
産
業
ご

と
の
方
針
に
基
づ
い
て
定
期
的
に
見
直
す

必
要
が
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

や
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
よ
り
も
排
出

削
減
を
優
先
す
べ
き
と
さ
れ
、
カ
ー
ボ

ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
へ
の
依
存
度
等
の
公
開
も
求
め
て
い
る

（
本
指
針
注
釈
77
）。
さ
ら
に
、
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
関
係
者
に
対
し

て
、
気
候
変
動
の
抑
制
や
気
候
変
動
へ
の

適
応
に
向
け
た
影
響
力
を
行
使
し
、
科
学

技
術
・
専
門
的
支
援
・
資
金
等
を
提
供
す

る
こ
と
の
重
要
性
も
強
調
さ
れ
て
い
る

（
本
指
針
注
釈
78
）。

生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
、
天
然
資
源
や
生
態
系
の
持
続
可
能
な

管
理
お
よ
び
使
用
と
と
も
に
、
人
間
の
健

康
や
生
活
、
種
の
保
存
、
気
候
変
動
の
抑

制
等
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
位
置
づ
け

る
。
そ
の
う
え
で
、
企
業
は
負
の
影
響
を

軽
減
・
防
止
す
る
た
め
、
生
物
多
様
性
ミ

テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
則

り
、
生
物
多
様
性
へ
の
損
害
を
避
け
る
こ

と
を
優
先
し
、
避
け
ら
れ
な
い
場
合
は
軽

減
・
最
小
化
し
、
最
後
の
手
段
と
し
て
の

み
負
の
影
響
の
相
殺
や
回
復
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
る（
本
指
針
注
釈
80
）。

⑸　
科
学
、技
術
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

科
学
技
術
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
国
際

的
な
技
術
移
転
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た

が
、
本
改
訂
に
お
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
新

し
い
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
章
の

表
題
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
加
わ
る
と
と

も
に
、
新
し
い
技
術
の
有
用
性
と
リ
ス
ク

に
つ
い
て
幅
広
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
技
術
」に
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
や
デ

ジ
タ
ル
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
含
む
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

ま
ず
、
科
学
・
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
関
連
す
る
負
の
影
響
つ
い
て
も
リ
ス

ク
ベ
ー
ス
Ｄ
Ｄ
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

る（
本
指
針
Ⅸ
１
、
本
指
針
注
釈
112
）。
た

だ
し
、
人
権
や
環
境
と
比
較
し
て
手
法
の

詳
細
に
は
言
及
さ
れ
ず
、
新
技
術
に
か
か

る
倫
理
上
・
法
律
上
・
労
働
上
・
社
会
上
・

環
境
上
の
課
題
な
ど
に
対
処
し
、
責
任
あ

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
と
と
も

に
、
規
制
当
局
や
労
働
者
代
表
と
の
対
話

や
情
報
交
換
を
行
う
も
の
と
さ
れ
る
。
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
の「
人
工
知
能
に
関
す
る
理
事
会

勧
告
」、「
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
責

任
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
理
事

会
勧
告
」等
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
参
照
し
て

い
る（
本
指
針
注
釈
113
）。
ま
た
、子
ど
も
・

若
年
者
の
権
利
や
福
祉
に
つ
い
て
も
配
慮

を
求
め
て
い
る（
本
指
針
注
釈
115
）。

ま
た
、
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
ア
ク
セ

ス
の
透
明
性
や
共
有
を
促
進
す
る
一
方
、

個
人
情
報
保
護
や
デ
ー
タ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
配
慮
し
た
責
任
あ
る
デ
ー
タ
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
構
築
が
推
奨
さ
れ
て
い
る（
本
指

針
Ⅸ
６
）。

国
際
的
な
技
術
移
転
に
つ
い
て
は
、
輸

出
管
理
規
制
の
遵
守
が
言
及
さ
れ
た（
本

指
針
Ⅸ
４
）。

実
務
へ
の
影
響

⑴　
対
応
の
考
え
方

本
指
針
自
体
は
法
的
拘
束
力
を
持
た
な

い
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
る
。
し

か
し
、
本
指
針
は
近
時
の
各
国
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
法
規
制
で
引
用
・
参
照

さ
れ
て
お
り
、
実
務
に
対
し
て
間
接
的
に

（図表３）　環境分野の対応ステップ

①　負の影響の特定・評価（顕著な負の影
響がある場合は環境影響評価を含む）

②　負の影響に対する取組みについて、
測定可能な到達目標・指標・戦略を
設定・実行

③　取組みの効果・進捗の定期的確認、
到達目標・指標・戦略の定期的見直
し

④　環境への影響や取組みの進捗に関す
る情報開示

⑤　負の影響の是正に向けた必要な対策
の実施等

（出所）　OECD本指針から筆者が作成

実務解説

一
定
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
得
る
。
Ｅ
Ｕ
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
Ｄ
Ｄ
指
令
案
、
ド
イ

ツ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
Ｄ
Ｄ
法
等
は
代

表
例
で
あ
り
、
日
本
の
人
権
Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
も
多
く
の
点
で
本
指
針
に
実
質
的

に
準
拠
し
て
い
る
。
人
権
、
環
境
等
の
問

題
が
よ
り
国
際
社
会
の
課
題
と
し
て
重
要

度
を
増
す
に
つ
れ
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド

ロ
ー
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
点
を
念
頭
に
置
く
と
、
Ｄ
Ｄ
を
義

務
づ
け
る
海
外
の
法
令
の
適
用
を
受
け
る

企
業
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
企
業
に

お
い
て
も
、
本
改
訂
に
沿
っ
た
対
応
を
進

め
る
必
要
性
は
高
い
。
た
だ
し
、
人
権
Ｄ

Ｄ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
対
応
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、本
指
針
の
要
求
事
項
を
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
的
に
網
羅
し
て
い
く
こ
と
は
本

質
的
で
は
な
い
。
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
Ｄ
Ｄ
に
関

し
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
リ
ス
ク
や
対
応

は
企
業
ご
と
に
異
な
る
こ
と
を
念
頭
に
、

リ
ス
ク
領
域
の
特
定
、
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
対
話
、
対
応
の
優
先
順
位
づ
け
、
計

画
の
立
案
な
ど
を
段
階
的
か
つ
着
実
に
進

め
て
い
く
の
が
、
多
く
の
企
業
に
お
け
る

優
先
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑵　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
指
針
や
関

連
文
書
へ
の
反
映

具
体
的
な
文
書
へ
の
反
映
方
法
は
、
各

社
の
リ
ス
ク
状
況
や
文
書
体
系
に
応
じ
て



経理情報●2023.10.10（No.1690）62

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
典
型
的
に
は
次
の

３
つ
の
タ
イ
プ
の
文
書
に
つ
い
て
対
応
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

①　

企
業
の
指
針

１
つ
目
の
タ
イ
プ
は
、
Ｒ
Ｂ
Ｃ
課
題
へ

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
や
、
人
権
尊
重
・
環

境
保
全
な
ど
の
価
値
観
を
定
め
る
、
企
業

の
指
針
と
な
る
文
書
で
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
Ｒ
Ｂ
Ｃ
を
企
業
方

針
お
よ
び
経
営
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
こ

と
と
し
て
お
り（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ダ

ン
ス
Ⅱ
１
・
１
、２
）、
次
の
②
の
タ
イ
プ

と
し
て
述
べ
る
内
容
と
と
も
に
、
企
業
方

針
に
Ｒ
Ｂ
Ｃ
課
題
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
含
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
改
訂
の

内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
各
社
の
実
態
に
応

じ
て
、
科
学
・
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
分
野
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
示
す
、
気

候
変
動
や
生
物
多
様
性
の
保
全
等
、
個
々

の
環
境
分
野
に
向
け
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
提
示
す
る
、
等
の
見
直
し
を
す
る
こ
と

は
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

②　

具
体
的
な
Ｒ
Ｂ
Ｃ
方
針

２
つ
目
の
タ
イ
プ
は
、
特
定
さ
れ
た
具

体
的
な
Ｒ
Ｂ
Ｃ
課
題
に
関
す
る
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
、
優
先
順
位
の
考
え
方
、
Ｄ
Ｄ
や

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
等
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
か
、
と
い
っ
た
よ
り
具

体
的
な
Ｒ
Ｂ
Ｃ
方
針
で
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
前
記
①
の
タ
イ
プ
の

内
容
と
合
わ
せ
て
Ｒ
Ｂ
Ｃ
方
針
と
し
て
い

る
が
、多
く
の
日
本
企
業
の
文
書
体
系
や
、

文
書
化
の
進
め
方
を
考
慮
す
る
と
、
必
ず

し
も
１
つ
の
文
書
に
ま
と
め
る
必
要
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
本
改
訂
を
受
け
、
Ｒ
Ｂ

Ｃ
課
題
の
具
体
的
な
検
討
を
行
い
、
負
の

影
響
が
生
じ
得
る
領
域
を
特
定
し
、
対
応

方
法
を
定
め
た
う
え
で
作
成
す
べ
き
文
書

で
あ
る
。

③　

社
内
文
書
・
規
程
類

３
つ
目
の
タ
イ
プ
は
、
Ｄ
Ｄ
を
含
む
Ｒ

Ｂ
Ｃ
対
応
を
実
際
に
マ
ネ
ー
ジ
す
る
た
め

の
社
内
文
書
・
規
程
類
で
あ
る
。
こ
の
タ

イ
プ
に
は
、
各
社
の
実
情
に
よ
り
、
多
様

な
文
書
が
含
ま
れ
得
る
。
た
と
え
ば
、
Ｒ

Ｂ
Ｃ
に
関
す
る
方
針
を
協
議
・
決
定
す
る

よ
う
な
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
会
議
体
の
規
程
、

Ｄ
Ｄ
実
務
に
関
す
る
役
割
分
担
や
進
め

方
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
関
す
る
規
程
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
に
関
す
る

規
程
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
は
取
り

組
む
Ｒ
Ｂ
Ｃ
課
題
の
内
容
に
応
じ
て
詳
細

を
規
定
す
る
必
要
も
生
じ
得
る
。

⑶　
重
点
的
な
対
応
分
野

①　

環
境
Ｄ
Ｄ

環
境
Ｄ
Ｄ
は
、
本
指
針
の
考
え
方
に
従

え
ば
、
自
社
の
環
境
へ
の
負
の
影
響
を
特

定
・
評
価
し
た
う
え
、
重
要
な
問
題
か
ら

優
先
順
位
を
つ
け
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
の
重
要
性
は
、
事
業
規
模

や
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
自
社
に

と
っ
て
の
重
要
性
で
は
な
く
、
環
境
に
与

え
る
負
の
影
響
の
深
刻
性
・
発
生
可
能
性

に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、
前
述
の

と
お
り
で
あ
る
。
従
来
の
環
境
対
応
の
な

か
で
重
要
な
リ
ス
ク
を
あ
る
程
度
把
握
で

き
て
い
る
企
業
は
少
な
く
な
い
の
で
、
そ

の
よ
う
な
分
野
か
ら
環
境
Ｄ
Ｄ
の
手
法
を

取
り
入
れ
て
い
く
の
も
、
環
境
Ｄ
Ｄ
に
対

応
し
た
社
内
の
し
く
み
を
作
っ
て
い
く
う

え
で
の
実
務
的
な
ア
イ
デ
ア
の
１
つ
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

他
方
、
海
外
や
間
接
的
な
関
係
先
な
ど

の
こ
れ
ま
で
手
薄
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
領

域
や
、
生
物
多
様
性
な
ど
の
比
較
的
新
し

い
問
題
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
専

門
家
の
助
言
な
ど
も
得
な
が
ら
、
重
要
な

問
題
を
特
定
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
日
本
企
業
の
実
務
に
即
し
た
環
境

Ｄ
Ｄ
の
参
考
資
料
と
し
て
は
、
環
境
庁

の「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
環
境

デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
入
門
～
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
参
考
に
～
」を
は
じ

め
と
す
る
一
連
の
資
料
が
有
益
だ
ろ
う
。

②　

科
学
、
技
術
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

こ
の
分
野
の
Ｄ
Ｄ
は
本
指
針
で
新
た
に

提
言
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
も
扱
わ
れ
て
い
な
い

た
め
、
実
務
の
参
考
と
な
る
情
報
が
い
ま

だ
乏
し
い
。
人
権
や
環
境
は
負
の
影
響
を

受
け
る
側
に
着
目
し
た
分
類
だ
が
、
科
学

技
術
は
負
の
影
響
を
与
え
る
側
に
着
目
し

た
分
類
で
あ
る
点
は
、
取
組
み
の
ヒ
ン
ト

に
な
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
本
指
針
は

新
技
術
の
使
用
や
既
存
技
術
の
新
規
用
途

へ
の
応
用
に
あ
た
っ
て
課
題
を
予
測
す
る

よ
う
推
奨
し
て
い
る
の
で（
本
指
針
注
釈

113
）、
技
術
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

プ
ロ
セ
ス
に
Ｄ
Ｄ
の
視
点
を
盛
り
込
む
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
技
術
等
が
ど
の
程
度
普
及

す
る
か
わ
か
ら
な
い
段
階
で
社
会
や
環
境

へ
の
影
響
を
予
測
す
る
の
は
限
界
が
あ
る

た
め
、
開
発
後
も
継
続
的
に
Ｄ
Ｄ
を
実
施

す
べ
き
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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